








用いることで、従来Western Blotting 等で評価していたNLRP3 インフラマソームの活性化を簡便かつ迅速に
検出できるのではないかと考え、以下のような研究を計画した。1)マウスマクロファージ細胞株である J774 に
膜感受性色素である DiBAC4(3) を取り込ませる。2)本申請で提供された生薬および漢方を各 well に加える。





生薬由来化合物セットは 10µM もしくは 30µM、生薬エキスセットおよび漢方方剤エキスセットは 10µg/mL
もしくは 30µg/mL 濃度使用したところ、生薬由来化合物セットのNo.23 (E)-Capsaicin、No.48 [6]-Gingerol、
No.92 [6]-Shogaol 添加群で NLRP3 インフラマームを活性化する傾向が見られた。これらは Transient 
Receptor Potential (TRP) V1 チャネルのアゴニストであることが知られている。またTRPV1 チャネルは酸性
pH 感受性のチャネルであり、アシドーシスよる NLRP3 インフラマーム活性化に関与するとの報告もある
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